
かわごえ環境ネット会則 
（名称） 

第１条 この会は、かわごえ環境ネット（以下「本会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 本会は、川越市環境基本計画に基づき、市民、事業者、行政、さらに民間団体がパートナーシップを形成

し、それぞれが役割を理解しつつ実行できるよう、協働して行う事業について情報提供や調整を図ることにより、

地域ぐるみで本市の望ましい環境像実現のための取り組みを活発にすることを目的とする。 

（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

・ 会員相互のパートナーシップとネットワークを形成するための事業に関すること。 

・ 会員それぞれが役割を理解し協働して行う事業に関すること。 

・ 環境に関する情報提供及び普及啓発に関すること。 

・ その他目的達成のために必要な事業に関すること。 

（会員） 

第４条 会員は、本会の目的に賛同して入会した次のものとする。 

・ 市内に在住または在勤の個人 

・ 市内で環境に関する活動をしている又はこれから活動しようとしている構成員が５人以上の民間団体 

・ 市内に所在する事業所及び事業所を構成員とする団体 

・ 川越市 

・ その他理事会で承認されたもの 

（資格の喪失） 

第５条 会員は、次のいずれかに該当するときは、その資格を喪失する。 

・ 該当会員が死亡又は失踪したとき。 

・ 該当会員が破産又は解散したとき。 

・ 第８条に定める年会費の負担義務を２年にわたり履行しなかったとき。 

（退会） 

第６条 退会は会員の自由意思とし、退会希望者は、理事長・理事・事務局のいずれかに退会希望の旨を連絡する

ことで、いつでも退会することができる。 

  （除名） 

第７条 会員が次のいずれかに該当するときは、理事の半数以上に当たる多数をもって除名することができる。 

・ 本会則に違反したとき。 

・ 本会の名誉を傷つけ又は目的に反する行為をしたとき。 

・ その他除名すべき正当な事由があるとき。 

２ 前項の規定により会員を除名する場合は、当該会員に理事会の１週間前までに通知するとともに、理事会に 

おいて、当該会員に弁明の機会を与えなければならない。 

（会費） 

第８条 会費は、年会費１口金２，０００円とし、次のとおり定める。 

・ 個人、民間団体、事業所、川越市   １口 

・ その他  理事会の決定による。 

２ 会員は、年会費の納入義務を負い、前５条から前７条の規定により会員が会員資格を喪失した場合でも、当該

年度に係る未納の会費は納付しなければならず、既納の年会費は返還されないものとする。 

３ １月１日から３月３１日までに入会した会員は、当該年度の会費納入義務を負わないものとし、入会年度に退

会した場合においても当該年度の会費を請求しないものとする。 

（役員） 

第９条 本会に次の役員を置く。 

・ 理事長  １人 

・ 副理事長 ２人 

・ 理事（理事長及び副理事長を含む。） ２０人以内 



・ 監事   ２人 

２ 理事長は、本会を代表するとともに、業務を統括する。 

３ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるときは、その職務を代理する。この場合において、職務を代

理する副理事長の順序は、あらかじめ理事長が指定するものとする。 

４ 理事は、理事会を構成し、会則の規定及び理事会の議決に基づき、本会の業務を執行する。 

５ 監事は、本会の業務の執行状況を監査する。 

６ 理事及び監事は会員の中から総会で決定し、理事長及び副理事長は理事の互選により定める。ただし、理事が欠

けた場合の後任の理事については、理事会で決定することができる。 

７ 役員の任期は、２年とする。ただし、補欠の任期は、前任者の残任期間とする。 

８ 役員の再任は妨げない。 

 

（総会） 

第 10 条 総会は、本会の最高議決機関とし、年１回以上開催する。 

２ 総会は、理事長が招集し会員の半数の出席をもって成立する。 

３ 総会の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 総会は、次の事項を審議し、決定する。 

・ 事業計画、予算に関すること。 

・ 事業報告、決算に関すること。 

・ 役員の選出に関すること。 

・ 会則の改正に関すること。 

・ その他理事会で必要と認めたこと。 

（理事会） 

第 11 条 理事会は、次の事項を審議し、決定する。 

・ 総会議案に関すること。 

・ その他本会の運営に関して必要な事項 

２ 理事会は、理事長、副理事長及び理事をもって構成する。 

３ 理事長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 理事会は、理事長が招集する。 

５ 理事会は、理事の半数以上の出席をもって成立する。 

６ 理事会の議事は、出席理事の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

７ 監事は理事会に出席し、必要に応じて意見を述べることができる。 

（総会及び理事会における書面表記等） 

第 12 条 やむを得ない理由により、総会に出席できない会員は、他の会員を代理人として表決を委任することが

できる。この場合において、第 10 条第２項及び第３項の規定の適用については、出席したものとみなす。 

２ 前項の規定は、理事会について準用する。この場合において、同項中「総会」とあるのは「理事会」と、会員

とあるのは「理事」と、「第 10 条第２項及び第３項」とあるのは「前条第５項及び第６項」と読み替えるものと

する。 

（専門委員会） 

第 13 条 各会員の主体的活動を促進し、第２条の目的を達成するため、専門委員会を設置することができる。 

２ 専門委員会の設置は、理事会が決定する。 

３ 専門委員会の運営は、各委員会が自主的に行う。 

４ 専門委員会は、活動状況を随時理事会に報告する。 

（事務局） 

第 14 条 本会の事務局は、川越市環境部内に置き、庶務及び会計事務を処理する。 

（会計及び会計年度） 

第 15 条 本会の運営に要する経費は、会費及びその他の収入をもって充てる。 

２ 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（会則の改正） 



第 16 条 この会則は、総会の議決により改正することができる。 

（委任） 

第 17 条 この会則に定めるもののほか、本会の運営に関して必要な事項は、理事長が別に定める。 

  附 則 

この会則は、平成１２年８月５日から施行し、会費については平成１３年度から適用する。 

   附 則 

 この会則は、平成１６年６月５日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、平成１９年５月２６日から施行する。 

附 則 

 この会則は、平成２６年５月２４日から施行する。 

 附 則 

 この会則は、平成２９年５月２７日から施行する。 

附 則 

 この会則は、令和７年５月３１日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、令和８年５月３０日から施行する。 


